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1 はじめに

　この文書は、形態創生コロキウムの原稿の執筆要領について書いたものです。原稿はA4サイズで、研究論文は6ページ、技術報告は2ページから6ページ以内にまとめてください。上辺および左右辺のマージンを2cm、下辺のマージンを3cmとします。ヘッダー、フッターは設けません。本文は1行あたりの文字数を（25文字＋2文字＋25文字）程度の2段組とし、1ページあたり42行（行間約16.5pt）程度で作成してください。また文字サイズは明朝体10ptを用いてください。言語は日本語もしくは英語を用いてください。

2 レイアウトとフォント

2.1 タイトル部分

　タイトルは1ページ、1行目にゴシック体12ptで、センタリングして記入してください。1行あけて著者名を明朝体10ptで、センタリングして記入します。著者が複数の場合は、例のように肩カッコ付き数字を付けてください。次の行に、著者の所属機関、職位、学位、不都合がなければEmailアドレスを明朝体10pt（欧文Times,10pt）で、センタリングして記入してください。

2.2 本文部分

　著者の後、1行あけて本文に移ります。（25文字＋2文字＋25文字）程度の2段組としてください。章の見出しはゴシック体10ptとし、文章は日本語は明朝体10pt、欧文はTimes, 10ptを用いて下さい。各章の間は1行あけてください。

3 数式および数学記号

　数式はセンタリングし、式番号はカッコ付の通し番号で右詰としてください。
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数式のフォントやサイズ、行間は特に指定しません。見やすいように自由に調節してください。

4 図表

　図表は、本文で引用した箇所に近い場所に置くようにし、できるだけ原稿末尾にまとめて置くことは避けてください。

表のキャプションは表の上に、図のキャプションは図の下に置いてください。図番号、表番号は通し番号とし、ゴシック体10ptで書いてください。
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図1　図のサンプル


謝辞：謝辞を書く場合は結論の後に書いてください。

付録　付録の位置

付録を書く場合は参考文献の前に書いてください。
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